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施設使用契約について

大相模調節池「水辺ｄｅベンチャーチャレンジ」では、越谷市と民間事業者で施設
使用契約を締結します。契約を結んだ区域は、現在の越谷市による管理（包括占用）
から、民間事業者による管理に切り替わります。
今後、令和６年秋にＢゾーンの施設使用契約を締結し、各エリアの施設オープンに

向け、施設使用契約の区域を拡大していく予定です。

■各エリアの施設オープンの見通し
【Ｂゾーン】新桟橋、芝生エリア … 令和６年秋
【Ｃゾーン】拠点施設 … … … … 令和７年度中
【Ａゾーン】水上デッキ … … … … 令和８年度以降
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現在（越谷市管理） 契約締結後（民間管理）

芝生の管理
草刈り、施肥、抑制剤の散布、目
土や補植など

草刈り、施肥、抑制剤の散布、目
土や補植など

⇒ 現在と同様の管理

日常的な利用
（イベント等の

非開催時）
一般利用者に開放

一般利用者に開放
⇒ 芝生の閉鎖などはしない

イベント等での
利用

・営利を目的としない物品の販売、
興行等
・写真、映画、テレビ等の撮影
・競技会、展示会、博覧会、集会
その他これらに類するイベント

営利を目的とした物品の販売、興
行、イベント等での利用が可能

イベント等での
利用にあたって

の手続き

「公園内行為承認申請書」「利用
計画書」「イベント等企画書」な
どを越谷市に提出し、承認を受け
る

民間事業者に利用申込みを行う
（手続きは検討中）。利用の内容
に関して審査が行われる（予定）

イベント等での
利用料

無償 有償（金額未定）

その他 —
利用料などを原資に、芝生や各施
設の管理を行う

施設使用契約締結後の芝生の管理・運営について

Ｂゾーンでは、芝生エリアの管理も越谷市から民間事業者に切り替わります。
「民間管理によって何が変わるのか？」「普段は芝生を使えなくなるのか？」などに

ついてまとめました。
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名称 レイクサイドマリーナ

実施日
毎週土曜日・日曜日・祝日
10：00～16：00

利用できるボート
・１人乗り立ち漕ぎサップ
・２人乗り足漕ぎカヤック
・４人乗り足漕ぎカヤック

運用体制 ３名体制（越谷市カヌー協会等）

料金 １人あたり ３０分１０００円

安全管理

・ライフジャケットの着用
・雨天や雷の場合は中止
・流域河川での注意報や警報発令時は中止
・風速１０ｍ以上の場合は中止

水上アクティビティ事業について

Ｂゾーンでは今年４月から、新桟橋を活用した水上アクティビティ事業の社会実
験が実施されています。Ｂゾーンの施設使用契約を締結することで、正式に水上ア
クティビティ事業の開始となります。

【参考】レイクアンドピース株式会社による社会実験の実施内容


